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　インターネットは巨大な多言語の情報

世界である。そのなかでも、日本語教育

に関連する情報は意外に多く、欧米・日

本等の先進国だけではなく、アジアを始

めとする多くの国々の日本研究･日本語

教育の機関・団体、教育者・研究者、学

習者などがインターネットを利用して、

積極的に情報を発信している。この傾向

は今後もいっそう増加していくと予測さ

れる。

インターネットは、日本語教育・研

究の新しい手段として、その潜在的可能

性が非常に大きく、国際社会における日

本語の使用および日本語の普及に対して

は、今後大きな役割を果たすことが考え

られる。

しかし、現時点では、インターネッ

トにおける日本語関連情報の構造や問題

点などに関する調査研究は、ほとんど行

われていない。また、ネット上の情報の

質は玉石混交で、大量の情報の中から、

必要な情報を探すことがますます困難と

なっている。そこで、研究・教育におけ

るインターネットの利用方法の確立が求

められることになる。

日本語教育関連のサイトを集めたリ

ソース（情報資源）・リンクは、これま

で、一部の日本語研究者（アメリカを中

心に）などによって作られ、利用されて

きている。こうしたリソース・リンクを

使えば、１つのテーマだけでなく、さま

ざまの領域の関連情報を調べることがで

きる。しかし、これらのリソース・リン

クの作成は、個人の作業によるのが通常

で、そのため、リンクのサイトは非常に

限られている。しかも、情報の質が揃っ

ていないというところに問題がある。

「新プロ日本語」の研究班１では、

「日本語国際センサス」の一環として、

インターネットにおける日本語教育関連

の情報の収集と整理作業を行い、「世界

における日本語教育情報」リンク集を作

成することとした。その主目的は、イン

ターネットにおける日本語教育に関連す

る情報の状況を把握すると同時に、代表

的なホームページを収集し、ホームペー

ジのリンク集を制作し、世界に向けて発

信することにある。この主旨からすれば、

われわれのホームページへの採録言語は

すべての言語を対象とすべきではあるが、

今回はインターネット上で発信されてい

る言語の絶対量その他の事情によって英

語で記載されたものに限定することとし

た。

「世界における日本語教育・研究情

報リンク集」を作成するために次の２段

階の作業を行った。

１. 　インターネット上からの情報

収集作業：これは、劉がゼミ生（海外在

住の経験がある日本人学生と各国からの

留学生）を指導して、infoseek、Excite、
Lycos 、 Alta Vista 、 Magellan 、

OpenTextIndex などのサーチエンジン

のキーワード検索機能を利用する形で行

った。

２. 収録ホームページの分類：１で

収集されたホームページの数は膨大なる

ものであったが、情報の精度・有用性な

どの観点から取捨選択し、資料１に示す

ように、「世界における日本語教育・研

究機構」から「日本語研究者リンク」の



４類に分類・整理した。なお、資料１の

最後に「日本語研究フォーラム」を併設

してある。これは、われわれのホームペ

ージリンク集「世界における日本語教育

情報」は、日本語関連情報を提供すると

同時に、世界各地の日本語研究者・教育

者・学習者のために、交流の場を提供し

たいと考えているからである。

ネット上のホームページのアドレス

だけを示したリンク集だけでも、ある程

度有用であるが、さらに使いやすいもの

とするためには一定の観点で分類・整理

されていることが望ましい。そのための

作業を現在行っているが、実際のホーム

ページに接続しての内容確認作業が伴う

ので、意外に時間がかかっている。

ちなみに、現在仮設されているホー

ムページアドレスは、

http://www2c.meshnet.or.jp/
～zhiming/jpindex.htm

である。これは未だ完成途上のものであ

るが、ご意見・ご要望をお聞かせいただ

ければ幸いに思っている。

(http://www2c.biglobe.ne.jp/%7Ezhimi
ng/jpindex.htm)




